
 

 
 
 

ニュース 

‐法的サービスをすべての方へ‐     第４号（平成２２年１０月７日号） 

ニュース 

刑事手続の基本 
 刑事手続には、大きく分けて２つあ
ります。身柄事件と在宅事件です。 

１ 身柄事件 
 身柄事件では、被疑者（犯罪をした
と疑われている人）に対し警察等によ
る逮捕が行われた後、４８時間以内
に事件が検察庁に送致され、検察官
は２４時間以内に勾留請求するかど
うかを決めます。 
勾留請求がされたら、裁判官によ

る勾留質問があり、裁判官が勾留の
必要があると判断すれば、１０日間
の勾留決定がでます。勾留は更に１
０日間延長されることもあります。 

勾留期間に，検察官は，①裁判が
開かれる起訴処分、②略式処分（軽
微な犯罪で刑の種類に罰金刑があ
る場合に書面審理で罰金を科す）、
③不起訴処分のどれにするかを決め
ます。 

被疑者は，起訴処分になると被告
人と呼ばれ、保釈請求が可能にな
り，不起訴処分になると、釈放されま
す。 
起訴後の裁判では、被告人が本

人であること確認してから、検察官が
起訴状を読み、被告人や弁護人が意
見を言う冒頭手続が行われます。そ
して、起訴状に書かれた犯罪事実の
有無を判断するために証拠調べを行
います。そして、証拠調べの結果に
基づいて、検察官と弁護人が最終的
な主張をし、最後に被告人が意見を
言います。以上で審理は終わり，裁
判所が判決を下します。 

刑事裁判の判決には、有罪と無罪
があります。有罪の場合、刑罰が科
されます。刑罰には、死刑、懲役刑、
罰金刑等があり，科された刑の執行
が猶予されることもあります。 
一定の事件については、被害者又

はその委託を受けた弁護士が裁判
 

 
 
 

に参加することができます。 

２ 在宅事件 

在宅事件の場合には、逮捕や勾
留といった身柄拘束がなく、捜査が
行われ、検察庁に事件が送致されま
す。そして、検察庁が処分を決めるこ
とになり、それ以降の流れは身柄事
件と変わりません。 

 

逮捕されました。どうすれば

いいの？ 

逮捕されたら、当番弁護士を依頼
して下さい。依頼したい旨を警察署に
伝えたら、弁護士会に連絡が入り、
弁護士が面会に来ます。面会時に
は、手続きや取調べの注意点を聞き
ましょう。１回目は無料です。家族が
弁護士会に連絡し、当番弁護士を依
頼することもできます（問い合わせ先:
広島弁護士会 TEL082-228-0230）。 

逮捕後、弁護を頼みたいので

すが、国選？私選？ 
勾留されると、被疑者国選対象事

件については、資力要件を満たせ
ば、本人の希望等を受けて、裁判所
が国選弁護人を選任します。希望す
る場合は、その旨を裁判所や警察署
に伝えて下さい。 

直接、弁護士と契約して、私選弁
護人を選任することもできます。 
被疑者国選対象事件でない事件

（暴行罪など軽微な罪）で、弁護士費
用を準備できない場合、資力要件を
満たせば、法律扶助制度を利用して
私選弁護人を選任できる場合もあり
ます。            （渡邉圭輔） 

 

 当事務所の弁護士に相談するには、平日の９時～１８時の間に、お電話（０８２－５１１－７７７２）で予約して下

さい。相談日時は、原則として、平日の９時～１７時半、土曜日の１３時～１５時半です。 

当事務所では、尾道支所を開設し、尾道市や三原市等の周辺のご相談も積極的に受け付けています。 

詳細は、ホームページでご確認下さい。 http://www.hiroshima-mirai.com/ 

本ニュースに関するご意見・ご要望も当事務所までお電話でお願いします。 

所属弁護士：二國則昭、定者吉人、大村真司、紅山綾香、長場誠、滑川和也、成廣貴子、見之越常治、森井基嗣、渡邉圭輔 

法律プチ★クイズ 

申立人が広島、相手方が東京に住

んでいる場合に離婚調停を申し立て

るとしたら、どこの家庭裁判所に申し

立てることになるでしょうか？ 

正解は次号で発表します。 

前号のクイズの正解ですが、裁判

員裁判の対象事件は、法律で定めら

れた刑の重さで決まっていて、アルコ

ールの影響で正常な運転が困難な

状態で自動車を運転し、人を死なせ

た場合（危険運転致死罪）は対象事

件になります。なお、アルコールの影

響があっても上記の状態に至らない

程度なら、自動車運転過失致死罪等

となり、対象事件にはなりません。 

 
平成２２年１０月と１１月の 

セミナー・法律相談会等のご案内  

●「可視化シンポ IN 広島」 

１１月７日（日）１３時半から／広島Ｙ

ＭＣＡにて／参加無料（予約不要）／

内容：①取調べの可視化を巡る現状

報告、②厚生労働省元局長郵便不

正事件の弁護団からの報告ほか／

主催＆問い合わせ先：広島弁護士会

TEL：082-228-0230 

 


